行きを見守っていた。やがてプーは、ぼくらの方を向いて口を開いた。
「ネス、ポーラ、ジェフ。俺は、修行に行く。星を落とす術は、きっと俺たちのこれからの
ために必要なんだろう。俺は、術を覚えてきっともどってくる。それまで待っててくれ」
プーは、ぼくらに別れを告げると、老人とともに、どこかへと消えさった。6〓
〓668へ
608
「いいえ!」
ぼくはきっぱりと断った。しかし、おやじさんはうれしそうに、
「そうか、そうか。よおし、おもいきり!」と、ぼくに向かってズンズン近づいてきた。
「ダ、ダメだよネス。ここははいといいえが逆の世界なんだから～」
と、ジェフが悲鳴を上げる。が、しかし!ギュウ。ぼくらはおやじさんにバンバンさ
れることはなく、優しく抱きしめられた。そうか、おやじさんの言葉も逆だったんだな。
「この中には『姿見の粉』が入っているんだ。振りかけた物の真実の姿が見れるんだぞ」
おやじさんは、小さな皮袋をぼくによこした。へえ、そりや変なモノじゃなくて素敵なモ
ノじゃないか!ぼくらはおやじさんに一礼して店を出た。
しにチェックして…527
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